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種子島から得られた薩南諸島初記録のシャムイトヨリ
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　はじめに

シャムイトヨリNemipterus peronii (Valenciennes, 

1830) は，スズキ目イトヨリダイ科イトヨリダイ

属に属する沿岸性魚類で，インド洋北部から西太

平洋に分布する（藍澤・土居内，2013）．本種は，

沖縄島東岸において多数が漁獲され，沖縄県内に

おいて「イジュキン」と称され，食用魚として重

要である（益田ほか，1975；赤崎，1984a；三浦，

2012）．しかし，琉球列島よりも北の海域におけ

る本種の記録は極めて少なく，鹿児島県大隅半島

東岸に位置する内之浦湾からの記録に限られてい

た（畑ほか，2016）．

2016 年 12 月 11 日に種子島から 1 個体のシャ

ムイトヨリが釣獲された．本標本は薩南諸島にお

ける本種の標本に基づく初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947) に概

ねしたがい，体高，眼下骨幅，および頬部鱗列数

は Russell (1990) にしたがった．標準体長は体長

と表記し，体各部の計測はデジタルノギスを用い

て 0.1 mm までおこなった．シャムイトヨリの生

鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された種子島

産の 1 標本（KAUM–I. 96723）のカラー写真に基

づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法

は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本

は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保

管されており，上記の生鮮時の写真は同館のデー

タベースに登録されている．本報告中で用いられ

ている研究機関略号は以下の通り．

　結果と考察

Nemipterus peronii (Valenciennes, 1830)

シャムイトヨリ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 96723，体長 184.0 mm，鹿児

島 県 種 子 島 西 之 表 市 西 之 表 港 高 速 船 乗 り 場

（30°43′49″N, 130°59′16″E）， 水 深 10 m，2016 年

12 月 11 日，釣り，美座忠一．

記載　背鰭条数 X, 9；臀鰭条数 III, 7；胸鰭軟

条数 16；腹鰭条数 I, 5；有孔側線鱗数 47；頬部

鱗列数 3；鰓耙数 5 + 7 = 12．体各部測定値の体

長に対する割合（%）：体高 32.1；頭長 27.6；吻

長 9.7；眼径 7.9；眼隔域幅 6.9；眼下骨幅 5.1；尾

柄長 19.9；尾柄高 9.7；背鰭基底長 54.3；上顎長 9.8；

下顎長 10.8；背鰭前長 34.7；臀鰭前長 65.4；胸鰭

長 20.2；腹鰭長 21.8；腹鰭棘長 15.7；臀鰭基底長

17.7；眼後長 11.4;；背鰭第 1 棘長 9.1；背鰭第 2

棘 長 12.2； 背 鰭 第 3 棘 長 14.6； 背 鰭 第 4 棘 長

17.0；背鰭第 5 棘長 18.0；背鰭第 6 棘長 18.2；背

鰭第 7 棘長 17.8；背鰭第 8 棘長 16.8；背鰭第 9 棘

長 14.8；背鰭第 10 棘長 12.1；臀鰭第 1 棘長 2.8；

臀鰭第 2 棘長 6.3；臀鰭第 3 棘長 8.7．

体は前後方向に長い長楕円形で側扁し，体高

は背鰭第 7 棘起部で最大．体背縁は上顎先端から

背鰭第 6 棘起部にかけて緩やかに盛り上がり，そ

こから尾鰭基底にかけてなだらかに下降する．体

腹縁は下顎先端から肛門にかけてなだらかに下降
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し，そこから尾鰭基底にかけて緩やかに上昇する．

胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに後方，胸鰭

基底下端は背鰭起部よりも前方にそれぞれ位置す

る．胸鰭後端は尖り，背鰭第 7 棘起部直下に達す

る．背鰭起部は胸鰭基底上端よりも後方に位置し，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも後方に位置す

る．背鰭第 1 軟条起部は臀鰭起部よりも前方に位

置する．背鰭各棘間の鰭膜は深く切れ込み，各棘

の上部は僅かに糸状に伸長する．背鰭第 1 棘と第

2 棘は近接せず，いずれも糸状に長く伸長しない．

腹鰭起部は背鰭第 2 棘起部直下，腹鰭基底後端は

背鰭第 3 棘起部直下にそれぞれ位置する．たたん

だ腹鰭棘の後端は背鰭第 5 棘起部直下に後方に達

する．腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長し，たたんだ腹

鰭の後端は背鰭第 8 棘起部よりも僅かに後方に達

するが，肛門には達しない．腹鰭は前後方向に細

長い腋鱗をそなえる．臀鰭起部は背鰭第 1 軟条起

部より僅かに後方，臀鰭第 1 軟条起部は背鰭第 2

軟条起部直下にそれぞれ位置する．臀鰭基底後端

は背鰭第 7 軟条起部直下に位置する．尾鰭は二叉

型で深く湾入し，上葉は下葉よりも僅かに長いが，

糸状に伸長しない．肛門は前後方向に長い楕円形．

体は櫛鱗に被われるが，吻部，眼の周囲，下顎腹

面は無鱗．背鰭前方鱗の被鱗域の先端は楔形をな

し，両眼の中央を結んだ線に達しない．眼と瞳孔

はともに前後方向に長い楕円形．鼻孔は 2 対で前

鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位

置する．両鼻孔はともに正円形を呈し，前鼻孔後

縁に皮弁をそなえる．口は小さく端位で，上顎後

端は眼の先端よりも後方に達するが，瞳孔先端に

は達しない．両顎には小円錐歯が密生し，両顎の

前部にはそれぞれ 4 対の牙状歯がある．上顎先端

は下顎先端よりも僅かに前方に位置する．前鰓蓋

骨後縁は鋸歯状を呈し，眼下骨下縁，前鰓蓋骨と

主鰓蓋骨の後縁はいずれも円滑．鰓耙は塊状で短

い．鰓弁は細長い糸状．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面の地色は桃色が

かった淡い茶色．体側上部から体側中央にかけて

と頭部側面の地色は淡い桃色．体側下部から体腹

面にかけては一様に銀白色．体側上部から体側下

部にかけて 7 本の不明瞭な黄色縦帯がはいり，そ

れぞれの幅は瞳孔よりも狭い．上唇は黄色がかっ

た桃色．吻端から眼の前縁にかけて瞳孔よりも細

い黄色縦帯がはいる．眼の下方と上顎後端から鰓

蓋後縁にかけてそれぞれ 1 本ずつ瞳孔よりも細い

黄色縦帯がはいる．胸鰭基底上方に瞳孔より僅か

Fig. 1. Fresh specimen of Nemipterus peronii. KAUM–I. 96723, 184.0 mm standard length, Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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に大きい赤色斑がある．背鰭各鰭条は白色半透明．

背鰭各棘の糸状部は赤色．背鰭各鰭条間の鰭膜は

桃色を呈し，不規則な小黄色斑が散在する．背鰭

背縁は鮮黄色．胸鰭各軟条は白色半透明，縁辺部

は紫褐色をそれぞれ呈し，基底部付近は黄色．腹

鰭各鰭条は白色半透明を呈し，棘条後縁は桃色を

呈し，各軟条は黄色．各鰭条間の鰭膜は白色半透

明を呈し，基底部付近は白色がかった黄色．臀鰭

の各鰭条と鰭膜は白色半透明を呈し，臀鰭中央部

に 1 黄色縦帯がはいる．尾鰭は鮮黄色を呈し，尾

鰭上縁と後縁は赤色，下縁は白色．尾鰭上葉後端

は黄色．虹彩は鮮やかな桃色を呈し，上部に小黄

色斑がある．瞳孔は青みがかった黒色．

分布　紅海，ペルシア湾，アラビア海，スリ

ランカ，ベンガル湾などのインド洋北部，アンダ

マン海，および日本からニューカレドニアにかけ

ての西太平洋に分布する（赤崎，1962；益田ほか，

1975；久新ほか，1982；赤崎，1984a; Lee, 1986; 

Russell, 1986, 1990, 1993, 2001; Shen, 1993; Iwatsuki 

et al., 2000; Wu et al., 2008; Motomura, 2009；藍澤・

土 居 内，2013; Iwamoto and McCosker, 2014; 

Motomura, 2015; Psomadakis et al., 2015; Miesen et 

al., 2016）．日本国内においては琉球列島（益田ほ

か，1975；赤崎，1984a；三浦，2012；藍澤・土

居内，2013）と，鹿児島県内之浦湾（畑ほか，

2016）から記録されていたが，本研究により，大

隅諸島種子島における分布も確認された．

備考　種子島産の標本は，眼下骨に鱗と棘が

無い，牙状歯を両顎前部にのみそなえる，側頭部

が被鱗し，背鰭前方鱗の被鱗域の先端が両眼の中

央を結んだ線の付近に達する，頬部の鱗が 3 列で

あることなどが Lee (1986), Russell (1990, 2001)，

お よ び Shen（1993） に よ っ て 定 義 さ れ た

Nemipterus 属の特徴と一致した．また，種子島産

の標本は，背鰭棘間の鰭膜が深く切れ込み，背鰭

第 1 棘と第 2 棘が近接せず，糸状に伸長しないこ

とや，臀鰭が 3 棘 7 軟条であること，尾鰭上葉の

後端が糸状に伸長しないことなどが，Russell 

(1986, 1990, 1993, 2001) や 藍 澤・ 土 居 内（2013）

の報告した N. peronii の標徴とよく一致したため，

本種と同定された．また，記載標本から得られた

計数・計測値は Russell (1986, 1990, 1993, 2001) に

よって示された N. peronii のそれらとよく一致し

た．なお，シャムイトヨリは背鰭各棘間の鰭膜が

深く切れ込むという 1 形質で，同属他種と容易に

識 別 さ れ る（Russell, 1986, 1990, 1993, 2001, 

2013；藍澤・土居内，2013）．

シャムイトヨリに適用すべき学名は N. tolu 

(Valenciennes, 1830) とされることが多かった（例

えば岡田・松原，1938；赤崎，1962, 1984a；吉野

ほか，1975；益田ほか，1975；久新ほか，1982；

山田，1986; Lee, 1986）。しかし，Russell（1986）

によって，N. tolu は N. peronii の新参異名である

ことが明らかにされ，従来 N. peronii が適用され

てきたモモイトヨリ（例えば岡田・松原，1938；

赤崎，1962, 1984b；吉野ほか，1975；益田ほか，

1975；久新ほか，1982；山田，1986; Lee, 1986）

には N. furcosus が適用されるべきであることが提

唱されている。

Nemipterus peronii の日本における分布状況につ

いては畑ほか（2016）によって詳述されているが，

鹿児島県における本種の記録はこれまで内之浦湾

からのものに限られていた（畑ほか，2016）．益

田ほか（1975），赤崎（1984a），および藍澤・土

居内（2013）は本種の日本国内における分布を琉

球列島としたが，本研究において，本種の薩南諸

島における記録は確認されなかった．同地域の魚

類相を扱った Motomura et al. (2010)，本村ほか

（2013），本村・松浦（2014），および鏑木（2016）

にも記録されておらず，鹿児島県内のイトヨリダ

イ科魚類相を報告した藤原ほか（2014）にも記録

されていない．したがって，記載標本は薩南諸島

における本種の初めての記録となる．シャムイト

ヨリの種子島における分布記録は，分布の空白を

埋めるものであり，本種が大隅半島沿岸から琉球

列島にかけて広く分布することを示唆する．
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